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▔国
民
年
金

確
定
申
告
の
際
に
は
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

　
令
和
2
年
１
月
１
日
〜
令
和
２
年
12
月

31
日
ま
で
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、

そ
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
令

和
２
年
の
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
そ
の
分

だ
け
課
税
所
得
が
少
な
く
な
り
、
所
得
税

と
市
・
府
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
２
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

本
部
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
確
定
申
告
で
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
申
告
す
る
際
は
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
令
和
２
年
10
月
1
日

以
降
に
初
め
て
保
険
料
を
納
め
た
方
に
対

し
て
は
、
令
和
３
年
２
月
上
旬
に
同
様
の

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
照
会
は
、
ね
ん

き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
（
０

０
３
）
０
０
４
（
月
〜
金
曜
日
の
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
７
時
、
第
２
土
曜
日
の
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
4
時
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内
を
民
間

委
託
し
て
い
ま
す

　
日
本
年
金
機
構
は
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
め
忘
れ
に
対
し
て
、
電
話
・
文
書
・

戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
や
免
除

等
の
申
請
手
続
き
の
ご
案
内
を
民
間
事
業

者
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

委
託
・
問
合
先　
株
式
会
社
バ
ッ
ク
ス
グ

ル
ー
プ
☎
０
８
０
０
（
８
０
８
）
７
０
０

０

▔税
市
・
府
民
税
の
申
告
は�

�

２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
に

　
令
和
２
年
中
に
所
得
が
あ
る
方
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
を
除
い
て
は
、

市
・
府
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

①
税
務
署
に
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方

②�

前
年
中
の
収
入
が
給
与
の
み
で
、
支
払

者
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
方

※
前
年
中
の
所
得
が
な
く
て
も
国
民
健
康

　
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方
、
就
学

　
援
助
費
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は

　
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
間　
2
月
16
日
〜
３
月
15
日
の
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
（
土
・
日

・
祝
日
を
除
く
）

申
告
場
所　
市
役
所
（
別
館
１
階
）

※
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
郵
送

　
に
よ
る
申
告
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

必
要
書
類
等　
印
鑑
（
本
人
及
び
同
一
世

帯
内
親
族
に
よ
る
申
告
は
署
名
で
可
。
第

三
者
（
世
帯
外
）
に
よ
る
申
告
は
委
任
状

（
委
任
者
本
人
が
署
名
も
し
く
は
押
印
し

た
も
の
）
及
び
受
任
者
の
本
人
確
認
が
必

要
）、
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
運
転
免
許

証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）、
年
金
や
給
与

な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、
国
民
年
金
保
険
料

・
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
控
除
証

明
書
や
領
収
書
、
生
命
保
険
料
・
地
震
保

険
料
・
長
期
損
害
保
険
料
控
除
証
明
書
、

医
療
費
の
明
細
書
（
医
療
を
受
け
た
方
の

氏
名
・
病
院
ま
た
は
薬
局
名
・
支
払
っ
た

医
療
費
の
額
・
保
険
な
ど
で
補
填
さ
れ
た

額
の
記
載
が
あ
る
も
の
）、
雑
損
控
除
関

係
書
類
（
災
害
に
関
連
し
て
支
出
し
た
や

む
を
得
な
い
修
繕
費
用
等
の
領
収
書
・
保

険
金
等
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
わ
か
る

書
類
）

※
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
、
医

　
療
費
の
明
細
書
の
添
付
が
必
要
。

※
医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
等
で
5
年
間

　
の
保
管
が
必
要
。
（
提
示
や
提
出
を
求

　
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
郵
送
に
よ
る
受
付
に
は
、
本
人
確
認
書

　
類
の
コ
ピ
ー
お
よ
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通

　
知
カ
ー
ド
等
の
コ
ピ
ー
の
添
付
が
必
要
。

▼
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方
で
控
除
内

容
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
申
告
期
限
内

に
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
期
限
後
に
申
告
を
さ
れ
て

税
額
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
は
、
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
（
引
き
落
と
し
）
が
中
止

市 役 所 か ら の  
お 知 ら せ
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お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
令
和
３
年
度
か
ら
変
更
さ
れ
る
主
な
市

　
府
民
税
の
内
容
に
つ
い
て

▼
給
与
所
得
控
除
・
公
的
年
金
等
控
除
か

　
ら
基
礎
控
除
へ
の
振
り
替
え

　
給
与
所
得
控
除
・
公
的
年
金
等
控
除
の

引
き
下
げ
と
と
も
に
、
基
礎
控
除
が
同
額

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
給

与
所
得
控
除
・
公
的
年
金
等
控
除
の
10
万

円
引
き
下
げ
と
同
時
に
基
礎
控
除
が
10
万

円
増
額
と
な
り
、
現
行
控
除
額
が
33
万
円

か
ら
43
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

▼
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す
る
税
制
上
の

　
措
置
及
び
寡
婦（
寡
夫
）控
除
の
見
直
し

　
合
計
所
得
金
額
５
０
０
万
円
以
下
の
所

得
基
準
を
設
け
た
上
で
、
次
の
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

１
．
婚
姻
歴
の
有
無
や
性
別
に
か
か
わ
ら

ず
、
生
計
を
一
に
す
る
子
（
総
所
得
金
額

48
万
円
以
下
）
を
有
す
る
単
身
者
に
つ
い

て
、
ひ
と
り
親
控
除
（
控
除
額
30
万
円
）

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

２
．
子
以
外
の
扶
養
親
族
を
持
つ
寡
婦
及

び
死
別
・
生
死
不
明
に
よ
る
寡
婦
の
方
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
寡
婦
控
除
（
控
除

額
26
万
円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

３
．
ひ
と
り
親
控
除
、
寡
婦
控
除
の
い
ず

れ
に
つ
い
て
も
、
住
民
票
に
「
夫
・
妻

（
未
届
）
」
の
記
載
の
あ
る
方
は
、
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

※
そ
の
他
変
更
点
、
詳
細
に
つ
い
て
は
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
０
９
７

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
で
の
確
定
申
告
は

L
I
N
E
で
事
前
予
約
が
可
能
で
す

　
会
場
内
の
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、
本

年
の
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
で
の
確
定
申
告
は
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前

予
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
約
方
法　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
で
国
税
庁

の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友
だ
ち
追
加
し
て
、

相
談
し
た
い
税
務
署
・
希
望
日
時
を
指
定

※
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ホ
ー

　
ム
画
面
で「
国
税
庁
」ま
た
は「@

koku

　

zei

」と
検
索
し
て
友
だ
ち
追
加
可
。

問
合
先　
泉
大
津
税
務
署

　
　
☎
０
７
２
５
（
３
３
）
５
６
０
１

▔後
期
高
齢
者
医
療

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

　
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者
全
員
が
１
年
間
（
毎
年
８
月
１
日
か

ら
翌
年
７
月
31
日
ま
で
）
に
支
払
っ
た
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合

計
し
、
基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の

超
え
た
額
を
支
給
し
ま
す
。

　
3
月
上
旬
に
、
対
象
者
へ
お
知
ら
せ
と

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
同
封
の
封
筒
で
府
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
対
象
は
令
和
元
年
８
月
１

日
か
ら
令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
に
支
払

っ
た
自
己
負
担
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
先　
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
６
（
４
７
９
０
）
２
０
３
１

▔国
民
健
康
保
険

資
格
喪
失
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、

新
た
に
社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
方
は
、

国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　
手
続
き
の
際
は
、
社
会
保
険
等
の
保
険

証
・
国
民
健
康
保
険
証
・
印
鑑
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

▔各
種

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
人
権
侵
害
や
差
別
問
題
等
の
悩
み
を
相

談
で
き
る
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員（
順
不
同
）

西
中
隆
さ
ん・山
路
駒
子
さ
ん・石
田
孝
文

さ
ん・西
川
祐
子
さ
ん・宮
本
純
子
さ
ん・礒

部
浩
明
さ
ん・中
谷
喜
久
代
さ
ん

▼
人
権
相
談

日
時　
第
1・3
金
曜
日
の
午
後
1
時
〜

4
時

場
所　
市
役
所（
本
館
2
階
）

問
合
先　
人
権
推
進
課

　
　
　
　
☎（
275
）６
２
７
９

今月が納期限の税金

〈固定資産税〉�
〈都市計画税〉�
第4期分

3月1日までにお近くの�
金融機関またはコンビニエンス�
ストア等で納めてください。
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う
れ
し
ー
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
商
品
券

の
使
用
期
限
は
3
月
31
日（
水
）
ま
で

　
う
れ
し
ー
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
当
選
し

た
商
品
券
の
使
用
期
限
は
、
令
和
3
年
3

月
31
日
ま
で
で
す
。
使
い
忘
れ
の
な
い
よ

う
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

※
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
は
使
用
で
き
ま

　
せ
ん
。

※
利
用
に
関
す
る
注
意
事
項
、
対
象
等
に

　
つ
い
て
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た

　
は
商
品
券
発
送
時
の
ご
利
用
の
手
引
き

　
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
高
石
う
れ
し
ー
と

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
☎
０
６（
６
６
３
５
）２

６
２
４（
受
付
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
30
分
）

２
月
17
日
午
前
11
時
頃
に
市
内
の�

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

放
送
が
流
れ
ま
す

　
地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
備
え
、
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
が

行
わ
れ
る
た
め
、
2
月
17
日
午
前
11
時
頃
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
試
験
放
送
が
流
れ
ま
す
。

■
放
送
の
内
容
を
電
話
で
確
認
で
き
ま
す

　
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
た
音
声
（
午

後
5
時
の
放
送
を
除
く
）
を
専
用
電
話
で

聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

［
☎
０
1
８
０
（
９
９
７
）
４
４
４
］

※
通
話
料
は
利
用
者
負
担
で
す
。

※
24
時
間
後
に
音
声
は
削
除
さ
れ
ま
す
。

問
合
先　
危
機
管
理
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
４
５

第
5
次
高
石
市
総
合
計
画
基
本
計
画

に
か
か
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集

　
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
期
間　
2
月
10
日
ま
で

閲
覧
場
所　
市
役
所
お
よ
び
市
内
各
公
共

施
設
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
可
）

意
見
提
出
・
問
合
先　
2
月
10
日（
必
着
）

ま
で
に
住
所
・
氏
名
・
ご
意
見
を
記
入
し
、

総
合
政
策
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
［
〒
５
９
２
‐
８
５
８
５

（
住
所
記
載
不
要
）、
☎
（
275
）
６
０
３
４
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
：（
275
）
６
４
８
１
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

kikaku@
city.takaishi.lg.jp

］

悪
質
電
話
防
止
装
置
の
無
料
貸
出
を

実
施
し
ま
す

　
悪
質
電
話
等
に
よ
る
消
費
者
被
害
の
対

策
と
し
て
、
市
で
は
、
電
話
を
か
け
て
き

た
相
手
へ
録
音
す
る
旨
の
警
告
メ
ッ
セ
ー

　　　　目がぼやける、充血、涙っぽい、目やに、ゴロゴロすると

いった症状があったため眼科を受診すると、角膜に傷ができ炎症

を起こしていた。眼科を受診せずに個人輸入代行サイトで購入し

た未承認のカラーコンタクトレンズの使用が原因だと言われた。

（当事者：女性　大学生）

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e rそ の 使 い 方 で 大 丈 夫 ？

コ ン タ ク ト レ ン ズ で
眼 障 害 の 恐 れ も

※国民生活センター「子どもサポート情報　第164号」から抜粋・イラスト黒崎玄

休館日 土・日曜日、祝日

コンタクトレンズを購入する際は、眼科を受診し、眼科医の処方に従ったレ
ンズを選びましょう。コンタクトレンズの使用方法、使用期限を守り、レン

ズケアが必要なものについては、正しくケアを行うことも大切です。これらを怠ると
重篤な眼障害を引き起こすこともあります。目に異常を感じたら、すぐに使用をやめ
眼科を受診しましょう。また、3カ月に 1回は定期検査を受けましょう。個人輸入の
コンタクトレンズは、日本で安全性が確認されたわけではありません。安易に購入し
ないようにしましょう。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

ポイ
ント

※休館日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください

事例
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お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

ジ
を
流
し
た
後
、
自
動
で
録
音
を
開
始
す

る
通
話
録
音
機
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方　
　

問
合
先　
経
済
課
☎
（
275
）
6
１
４
９

副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た

　
故　
東
野
隆
史
副
議
長
の
ご
逝
去
に
伴

い
、
1
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
３
年

第
１
回
高
石
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、

副
議
長
に
森
博
英
氏
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
議
員
は
平
成
19
年
に
初
当
選
し
、
現

在
4
期
目
で
、
こ
の
間
に
議
長
、
副
議
長
、

監
査
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
先　
議
会
事
務
局
総
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
４
５
３

と
ろ
し
プ
ラ
ザ
休
館
の
お
知
ら
せ

　
空
調
設
備
更
新
工
事
の
た
め
、
と
ろ
し

プ
ラ
ザ
（
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・

取
石
公
民
館
）
を
休
館
し
ま
す
。

休
館
期
間　
令
和
３
年
2
月
15
日
〜
3
月

5
日

問
合
先　
と
ろ
し
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
☎
（
260
）
０
５
５
０

みん
ないっしょ

に生きる社会を

　

「
人
権
」
と
は
、
何
で
し
ょ
う
か
。

▼
広
辞
苑

人
間
が
人
間
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら

に
持
っ
て
い
る
権
利
。
実
定
法
上
の

権
利
の
よ
う
に
恣
意
的
に
掠り

ゃ
く
だ
つ奪

ま
た

は
制
限
さ
れ
な
い
。
基
本
的
人
権
。

▼
中
学
社
会
、
公
民
の
教
科
書

「
人
で
あ
れ
ば
、
無
条
件
に
も
っ
て

い
る
権
利
」
の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

何
よ
り
も
一
人
ひ
と
り
を
か
け
が
え

の
な
い
個
人
と
し
て
大
切
に
し
て
、

人
が
そ
の
人
ら
し
く
生
き
て
い
く

「
個
人
の
尊
重
」
の
た
め
に
必
要
な

権
利
や
自
由
の
事
。

▼
法
務
省

「
全
て
の
人
々
が
生
命
と
自
由
を
確

保
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
福
を
追
求
す

る
権
利
」
あ
る
い
は
、
「
人
間
が
人

間
ら
し
く
生
き
る
権
利
で
、
生
ま
れ

な
が
ら
に
持
つ
権
利
」
で
あ
り
、
誰

に
と
っ
て
も
身
近
で
大
切
な
も
の
、

違
い
を
認
め
合
う
心
に
よ
っ
て
守
ら

れ
る
も
の
。　
　

　

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
は
、
「
命

を
大
切
に
す
る
こ
と
」
、
「
み
ん
な

と
仲
良
く
す
る
こ
と
」
。

▼
大
阪
府
の
人
権
啓
発
冊
子
「
ゆ
ま

　
に
て
な
に
わ
」

誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ

て
い
る
、
人
間
と
し
て
幸
せ
に
生
き

て
い
く
た
め
の
権
利
で
す
。
そ
し
て
、

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
も
の
で
あ

り
、
人
が
生
き
て
い
く
う
え
で
無
縁

で
い
ら
れ
な
い
も
の
。

　

そ
れ
ぞ
れ
こ
の
よ
う
に
記
述
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
現

実
の
社
会
で
は
、
い
じ
め
や
虐
待
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
人
権

侵
害
、
障
が
い
が
あ
る
こ
と
に
よ
る

差
別
や
偏
見
、
女
性
や
高
齢
者
の
人

権
侵
害
な
ど
様
々
な
人
権
問
題
が
あ

り
ま
す
。

　

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
ど

う
す
れ
ば
な
く
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
「
人

権
」
は
、
ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
て
い

る
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
昭
和
22
年
５
月
に
、

国
民
主
権
、
基
本
的
人
権
、
平
和
主

義
の
三
つ
の
基
本
原
則
か
ら
成
り
立

つ
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
、
人
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ
自
由
平
等
の

権
利
を
基
本
的
人
権
と
し
て
保
障
し

て
い
ま
す
。
そ
の
考
え
は
「
個
人
の

尊
重
」
に
あ
り
、
第
13
条
に
「
全
て

の
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
。
」
と
あ
り
ま
す
。
以
後
、
女
性
、

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
同

和
問
題
な
ど
様
々
な
人
権
問
題
に
対

応
す
る
個
別
の
法
律
の
整
備
が
進
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、
人
権
教
育
、
人

権
啓
発
、
人
権
相
談
な
ど
の
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
際
社
会
に
お
け
る
人
権

保
障
に
つ
い
て
は
、
昭
和
23
年
12
月

10
日
の
国
連
総
会
で
、
す
べ
て
の

人
々
が
持
っ
て
い
る
市
民
的
、
政
治

的
、
経
済
的
、
文
化
的
分
野
に
わ
た

る
多
く
の
権
利
を
内
容
と
し
「
世
界

人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
世
界
の
人
権
を
守
る
動
き
は

大
き
く
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
に
採
択
さ
れ

た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
人
権
分
野
の
多
く
に

関
連
す
る
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な

い
」
持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る

た
め
、
17
の
ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
定
め
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
、
各
種
の
人
権
啓
発
活
動
も
幅

広
く
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
人
権
」
と
は
、
決
し
て
難
し
い
も

の
で
は
な
く
、
誰
で
も
心
で
理
解
し
、

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

人
権
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
（
275
）
６
２
７
９

「人権」とは


